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ISDNのDSU買い切り制
導入のニュース

NTTのINSネット64の担当窓口にFAX

で申込書を送ってから19日目（DAY19）

に自宅の部屋にISDN回線が引き込まれる

ことになった……のは先号で書いたとおり

である。しかも、工事が始まる前に請求書を

出したいという電話がNTTからかかってき

た。

普段は夏に冬モノのバーゲンをやってい

ても買わない……なぜなら、冬まで生きて

るかどうか分からないから……という私だ

が、ま、それもしょうがないかも……、と

諦めたのであった。

結局、工事日の4日前（DAY15）に支

払期限の請求書が送られてきた。その明細

は以下のとおりである。

INSネット契約料 800円

INS施設設置負担金 72,000円

消費税 2,184円

=====================================

合計 74,984円

銀行に出かけるついでにさっさと支払っ

てしまい、さあ、次は工事だと思っていた

ら、ちょっとしたニュースが飛び込んでき

た。

友人の話では、NTTがDAY19（つまり

回線工事の当日）からDSUの売り切り制を

開始するという。もらった新聞の切り抜き

を見てみると、「INS64の回線接続機、

NTTが売り切り制、契約者からの要望に

対応」という見出しの記事が載っている。要

約すると……

「従来はレンタルのみだったが、富士通や

NEC、沖電気工業、日立製作所のメーカ

ー四社が既に売り切り制を導入しているこ

とや、契約者からの要望が多くINS64の需

要が大きく伸びると判断した」ため、売り

切り制度の導入に踏み切った。価格は新規

で75,000円。新規向けの売り切り制とレ

ンタル制が併存するが、「既設のDSUにつ

いては黒電話と同様に設置経過年数に応じ

た価格での買い取りが可能。一年未満なら

50,000円。一年以上二年未満が41,000

意
外
に
簡
単
に
終
わ
っ
た

I
S
D
N
工
事
。

D
S
U
と
T
A
の
選
択
、

環
境
整
備
に
は

ち
と
手
こ
ず
っ
た
。

【ISDN探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

NTTがDSUの売り切り制を開始するという。

第2回
導入編

DSU ：電話局からのISDN回線の終端に接続する装置。ここに
TAを接続する。

INS64： ISDNはサービス構想の名称だが、INS64はその中の
NTTの商品名。系列商品のINS1500は23B+DでINS64より10
倍以上高速だが、非常に高価。
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円など……」。

……ということである（以上、日経産業

新聞による）。

う～む、DSUはレンタルだと思い込んで

たが、“買い切り”というのが世間の動き

らしい。そういえば「DSU使用料：月額

1,700円」という項目があったのを思い出

す。買うのがトクか、借りるのがトクか、

……が、この記事によると「一年未満なら

50,000円」で買い取れるわけだ。1日使っ

ても「一年未満」だから、とりあえず初回

のレンタル料1,700円を払っておいて、翌

月から買い取り……なんかセコい気はする

が計算してみる、「75,000円-50,000円＋

1,700円＝13,300円」の“オトク”かもし

れない……。

が、しかし、である。ひょっとしてNTT

より安いDSUなんかが出てたら、どうする

んだ？　ここはやっぱり世間の相場を調べ

てみる必要があるんじゃないだろうか、と

思い直す。なかなか賢いケチに徹するのも

大変である。

DAY 19

ついに今日はINSネット64の工事の日で

ある。普段は昼ごろぼちぼちと起きる私も、

さすがに今日はちゃんと朝起きた。工事は

午後だが、朝から少し掃除する。

コーヒーを飲んでいると、2時を少しまわ

ったころに工事の人が二人組でやってきた。

しかし部屋に入ってきたのは1人だけ。

彼はまず壁のコンセント・パネルのカバ

ーを外し、中から電話線のモトを引っ張り

出す。見ていると、これまで使われていた

線以外に、2本の線があまっている。どう

やらそいつを使うようだ。

と、彼はマッチ箱くらいのボックスを取

り出して、おもむろに2本の線をそれにくっ

つけた。げ！それってひょっとしたら今の

壁のパネルの下につけちゃうのかな？　ヤ

だな、ごちゃごちゃするのは（実は部屋の

ほうがもっとごちゃごちゃなんだが）。

……あれ？　壁のコンセントで出口が2

つになってるやつはないんですか？

「ええ、NTTの純正だと壁につけるパネ

ルの端子は1つなんですよ。東急ハンズあた

りにあるかも知れませんけど」（おいおい、

そんなの自分で替えちゃっていいの？）

というわけで、壁のパネルの下にちょこ

んとローゼットのついたボックスが両面テ

ープで貼り付けられてしまった。

次に彼が持ち出したのはお弁当箱くらい

の白いプラスチックの箱である（今計って

みると、大きさは縦195×横110×厚

65mm）。NTTとISDNのロゴがついてる。

しかし、あんましカッコよくない。

さっきの小さなローゼット式ボックスに

つながる電話線の反対側をDSUの中に組

み込んで、さらにDSUの中から、今度は普

通の線の倍くらいある太い線（八芯）を引

き出す。どうやらこれがINSネット64の回

線らしい。私の場合、二股のコンセントに

してもらうので、その先につくのはタバコ

の箱くらいの大きさになる。この箱から普

通の倍くらいの大きさのローゼットでISDN

の端末アダプターにつながるんだろう。

賃貸マンションであるため、事情を話し

て壁に設置するのはやめてもらい（とはい

っても、両面テープで貼りつけられるくら

い軽い）、若干長めの線をつないでおいても

らった。

なんと、これで工事はオシマイである。

もちろん、部屋の中での話であって、こん

なことをやってる最中にも、工事の人はト

ランシーバーで外の人と、あれやこれやと

話をしている。暇を見て、ちょっと話を聞

いてみる。

……最近、INSの工事をする人は多いん

ですか？

「多いですね。普通の家庭にもつけてます

から」

……どんな人がつけるんですかね？

「さあ、わかりませんけど……流通業とか

の人で家からいろんなことをやるとか、ある

んじゃないですか？」

DAY19、今日は待ちに待った工事の日だ。

壁のコンセントで出口が2つになってるやつないん
ですか？

太い線（8芯）：DSUとTAを結ぶケーブルのこと。RJ45（ISO
IS 8877）という規格。
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ふ～む、恐るべし流通業である。

そんなことを話しているうちに配線は終

わってしまった。外にいた人が、グレーの

大きな電話機を持ってきて、タバコの箱に

線を差し込んで、通話できるかどうかをチ

ェックする。無事通話完了。

そこで、彼が取り出したのがデジタルム

ーバだかなんだかの携帯電話と小型のプリ

ンタらしきもののセット。スーパーのレシー

トよりちょっと大きめの紙をプリンタに差

し込んで、どこかに電話をかけ、液晶の画

面をちょいちょいとさわると、工事料金な

ど内訳書が出力された。

う～む、NTTも率先して携帯端末を使

って情報武装してるわけだ、なるほど……

と関心しているうちに工事は無事終了して

しまったのであった。

また請求書がやってきた

さて次に考えなければならないのはTA、

つまりDSUとコンピュータの間に入る、モ

デムみたいなものをどうするかである。

編集部に相談したところ、「探してみる

からちょっと待ってくれ」とのこと。ま、

無事INSの工事も終わったことだし、焦る

ことはない（本当は、早くインターネット

したいよ～）と思って少しお休み……して

いると、工事が終わって2～3日したところ

で、また請求書が送られてきた。

DAY 21発行の請求書の明細は以下の

とおり。

●お買い上げ取り付け

配線工事（屋内配線） 0円

機器配線 4,500円

●レンタル取り付け

引き込み線 0円

交換設備 0円

配線工事（単体電話）

既設配線利用 1,200円

機器工事（DSU64） 8,500円

-------------------------------------------------------------------------------------------------------

小計 14,200円

基本工事費 4,500円

=====================================

工事費合計 18,700円

消費税 561円

=====================================

合計 19,261円

どうやらここに並んでいる「0円」という

のは、もうすでに電話局の交換機からこの

マンションの建物内までINSネット64が来

ているということらしい。だから新しい配

線は必要ない……と。これが一般的なのか

どうか知らないが、ま、こういうときには

新しい（とはいっても築6年にはなる）建

物に入ってるのはトクである。

ムリヤリお願いのTA接続

とまぁ、なんだかんだで、まだ一度も

ISDNを使ったこともないのに10万円弱の

お金が出て行くことになる。早いとこTAを

つないでインターネットを使ってみなきゃ、

何も意味がない。しかし、焦って適当なも

のを買い込んでしまってはコトをし損じる。

そこでムリヤリ編集部に頼み込んで、編集

部で試用しているTAを持ってきてもらっ

て、とにかくインターネットにつないでみる

ことにする。

先号で自宅の住所までバッチリ掲載して

業界の有名人になってしまったN氏が持っ

てきたのは「Linkboy Pocket」というタバ

コよりほんの少し大きい程度のTAである。

こんな小さいの？　と驚いていると、なん

と単三の電池4本で動くという。もちろん

室内で使う分には電源アダプターを使うの

だが、邪魔にならない大きさというのはな

かなかグッド。

TAはいいんだが、別の問題があった。実

は壁の電話コンセントからMacintoshをお

いてある机までの距離、直線にして約3m。

この机の上にはFAX兼用留守番電話も置

いてあるのだが、そこまではソニーから発売

されている8mの電話線を使い、天井をは

わせてつないであるという状況である。

編集部で使っている短めの八芯式ワイヤ

ーでもDSUをズズーッと机のほうにまで引

NTTも率先して携帯端末を使って情報武装してい
るわけだ。

また請求書がやってきた。

ISDN探検隊

TA：Terminal Adapterの略。ISDN回線で使うモデムと同等の
機能をはたす装置。
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■小型で電池でも使える「Linkboy Pocket」は定価49,800円。ノ
ートブック型PCを持っている人には最適。

■NTTから月額1,700円でレンタルされるDSU。このままでは
普通の電話も使えない！　機能の割には大きいかも？

■某ショップの広告にも「月々1,700円のお得」とあるDSU内蔵
のTA「PCLINK TA/DSU-Mac」は138,000円。

■MacのNUBUSスロットを利用する「TimeLiner」は68,000円。
デスク上をすっきりレイアウトしたい人に。

ファックス・モデムとの複雑な関係

ご存知のようにMacintoshにはシリ

アルポートが2つしかない。普通、プリ

ンタポートの方はプリンタかローカルト

ークに占有されてしまうので、残りは1

つだ。これをTA専用にするのなら話は

簡単なのだが、現実にはモデムとの併

用が一般的だろう。筆者の場合、FAX

モデムでパソコン通信とFAX送信をし

ていたので、TAからのシリアルと

TA/DSUのアナログ回線につないだ

FAXモデムのシリアルを切り替えよう

と考えていた。

しかし、筆者が購入したFAXソフト

（FAX stf3.0）の場合、マシンを立ちあ

げる際に最初にロードされたINITがそ

のポートを塞いでしまうようである。メ

カニカルに回線を切り替えたとしても、

こうした欲張りは無理なのだ。

このソフトには仮想的にシリアルポー

トを４つまで増設する機能があるが、

MacTCPには対応していないし、また

当然のごとくPCLINK TA/DSUの

V.110モードでのFAX送信はサポートさ

れていない。

というわけで、結局プリンタポートをプ

リンタとFAXモデムとで共有し、FAXを送

る時だけそのINITを組み込む設定で立

ちあげ直すことにしたのである。ま、何

でも最初にやろうとすると大変である。

DSU

TATA

TA
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きずれば、なんとかMacintoshまで届くが、

いつも線をまたいで部屋の中をうろうろす

るわけにもいかない。そこで今回は編集部

にある八芯式のワイヤーのうち、一番長い

ものを持ってきてもらい、接続した。

ソフトウェアのインストールもやってもら

い、IIJに接続！　で、その結果は？　も

ちろん大成功だ。なんたってISDNである。

普通のモデムよりは格段に速い……だが、

意外なことが判明してしまった。

意外な発見→新たな出費……

それはMacintoshの側の問題である。

実は筆者のMacは一時代前の68030マシ

ンだ。漢字Talk 7になって若干重たくなっ

たとはいえ、普段ワープロで原稿を書いた

り、DRAWでプレゼンテーション用の図表

を作ったりする分には全然問題がない。だ

から当然（と思うのがシロートなのだと分

かったのだが）インターネットだって……

と考えてしまった。これが間違いだったの

である。

もちろんテキストデータをやりとりしてい

る分には、問題はない。しかしMosaicを

使って画像をどんどん見るだとか、カラー

画像の展開をやろうとすると、やたらに時

間がかかる。話がややこしくなるので端折

ってしまうが、回線は速いものの、なんだ

かMacの側の処理スピードのおかげで損を

してるような気になってしまう。待ってい

る間にも、課金はかさむ……これは結構心

理的に負担が大きい。

やっぱりPowerMacに行くしかないか…

…と考える人も多いかもしれない。だが、

それも問題である。筆者は別にMacフリー

クではないが、来年BUSが変わるという話

も聞こえてくるし、今は“買い”じゃない

んじゃないか、と考えるくらいの分別（？）

はある。それに、現在流通しているインタ

ーネット関連のソフトがPowerMac対応か

どうかというのも気になるところだ。とな

ると、やっぱり68040のマシンか？　とな

るが、廉価版、コプロなしの680LC40は圧

縮の展開などでは効率が悪いだろう。

なんだかんだ悩んだ末に、結局秋葉原で

“在庫一掃投げ売り”状態のCen t r i s

660AVを買ってしまった。うう、なんとい

う度重なる出費……。でも明るく考えれば

AV機能付きだから、今話題の「CU-

SeeMe」だって家からできるんだも～ん。

TAを選ぶ

しばらく喜んで借用したLINKBOYを使

っていたが、そろそろ真剣にTAを選ばなけ

ればならなくなってきた。そこで編集部に

手ごろなもののリストアップを頼んだとこ

ろ、次の3つが候補として出てきた。

●ボックス型ISDN TA「Linkboy Pocket」

発売元：株式会社ビー・ユー・ジー

価格：¥49,800

●ISDN-NuBus Card「TimeLiner」

発売元：有限会社シイエスエス

価格：¥68,000

●DSU付きTA「PCLINK TA/DSU-Mac」

発売元：沖電気工業株式会社

価格：¥138,000

最初の「Linkboy Pocket」は、現在借

用しているものである。場所をとらないし、

デザインもよい。が、これに決めたんじゃ

あ、この企画の進行上、芸がなさ過ぎる。

2番目の「TimeLiner」は、Macユーザ

ーにぴったんこのNubusカードだ。複数の

Nubusスロットをもつ機種であれば、マシ

ン周りもすっきりしてよいかもしれない。だ

が、いかんせん、私のマシンはカードが1枚

しかささらない。パス！

最後に残ったのが“PCLINK TA/DSU-

Mac”である。

サイズはNTTのDSUよりすこし薄いが、

大きさとしては同じようなもの。価格も他

のものに較べると明らかに高いが、こいつ

の優れているのは、「DSU内蔵」というと

ころ。これを買えば、もう毎月1,700円の

DSUレンタル料をNTTに支払わなくてよく

なる！　バチグー。

それにアナログ電話用のジャックもつい

ISDN探検隊

やっぱりPowerMacに行くしかないかな？

IIJ：Internet Initiative Japanというインターネットへの接続サー
ビスを提供している商用プロバイダー。

Mosaic：米国イリノイ大学のNCSAで開発されたWorld Wide
Webの検索ソフトの名前。

CU-SeeMe：米国コーネル大学で開発されたVideo Conference
Systemの名前。相手の顔を見ながらチャットができる。

ついにインターネットに接続することに成功した。
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ているので、別にISDN電話なんか買わな

くても、普通の電話が使える……というこ

とは、ISDNを使ってインターネットしなが

ら、おしゃべりができる。おまけに、筆者

のようにINSを使い～の、普通のモデムで

BBSにアクセスし～の、という場合、ここ

んとこにモデムをつなげば……考えたら

「改めてISDNの回線を引くこともなかった

かなぁ」という気もするくらいリーズナブル

なやつである（もっとも、NIFTYServeでは

「INS-C」をサポートしているおり、TAの

ほうを利用すれば9600bpsで利用できる）。

室内でのISDN回線引き回し

このように「DSU買い切り」という世間

の風向きを考慮の末、TAは決まった。あ

とは室内の配線である。

前に書いたように、筆者は壁のコンセン

トから机の上のFAX留守電まで、ソニー製

の8mの電話コードを引っ張っている。そ

こで、例の太い八芯式の線を机のところま

で持ってくるよりも、壁からDSUまでつな

がっている（普通に見える）電話線を延長

すれば少しはうるさくないだろう……と考

えるのは道理である。

しかし、NTTのDSUでこれをやってみた

ところ、ちゃんと機能しなかった。実はフ

ォーンネットを組もうと思って買ったソニ

ーの電話延長コードが二芯式だったため、

タコってしまった経験があるので、さんざ

んそれらしい電話の延長コードをとっかえ

ひっかえしてつないでみたが、駄目なので

ある。おかしぃな～……壁からDSUに入っ

てる線は確かに二芯式で、モジュラーのピ

ンの位置も違わないはずなのに……と思っ

てNTTのDSUまでの線を延長するのは諦

めていたのだが、“モノは試し”ということ

で「PCLINK」まで“苦い思い出”のソニ

ーの延長コードをつないだところ……動い

た！　んである。

う～ん、これはいったい……と考えたの

だが、要するにNTTのDSUは局給電式で

あるために長いコードでは対応できない。

これに対して「PCLINK」のほうは家庭内

の電源を取っているので対応できるんでは

ないか、というのが素人の考えである。逆

にいえば、最初からそういう位置に取り付

け工事を頼めば、何の問題もなかったのか

もしれない、という疑問は残るのであった。

3度目の請求書

申し込んでからもうそんなに経っちゃっ

たのか、と思うくらいのDAY 43に、また

また請求書が送られてきた。今度の明細は

以下のとおりである。

住宅用回線使用料（基本料）

日割額（先月分の日割） 821円

住宅用回線使用料（基本料）

翌月分 2,830円

回線接続装置（DSU）使用料

日割額（先月分の日割） 493円

回線接続装置（DSU）使用料

翌月分 1,700円

お買い上げ商品代金 1,950円

INS通話料 20円

消費税相当額 233円

=====================================

合計 8,047円

今月の請求書は、前月の日割分が入っ

ていたり、工事費の一部が含まれているた

め、ちょっと高めなんだろうと思う。ま、

これもDSUを返してしまえばもっと安くな

るはずだ。

あれ？　INS通話料20円？　ん？　こ

の期間はTAも何もなかったので、実際に

は通話はしてないと思うんだが、ひょっと

したら最初の日に工事の人が“試し”にか

けた電話かもしれない。がっちりしてるぞ、

NTT！　

というところで、実際に“Net Surfin'”

してるとどれくらい料金がかかるかを報告

できないまま、残念ながら締め切りが来て

しまった。しかしINSネット64自体の料金

は、ダイアルアップでびゅんびゅん「Mosa-

ic」できるのを考えると、高くないという

気がしている昨今である。

PCLINK TA/DSUならもうDSUレンタル料金を
NTTに支払わなくてもよくなる。

日夜、Net Surfin'にはまっている昨今である。

局給電式：動作に必要な電力を電話線からとりこむ方式。停電
時にも動作する。

NetSurfin'：Mosaicなどのソフトを使ってリンクをたどりなが
ら、インターネット上のいろいろなサーバを巡ること。
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